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地元経済界、県内ＣＮＦ(セルロース)関連企業
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ふじのくにセルロース循環経済フォーラム

ふじのくにＣＮＦ研究開発センター

セルロース循環経済ビジネスモデル実証 セルロース循環経済国際展示会

静岡大学 セルロース循環経済研究所

静岡大学 ＣＮＦ寄附講座

富士市ＣＮＦ
プラットフォーム

機器整備等
遊星式混練機､マイクロ
Ｘ線CT、射出成形機 
などの関連機器を整備

ＣＮＦラボ

民間企業３社と
共同で研究開発

富士市
CNF連携拠点

磯貝特別教授ラボを
設置し企業支援

試作品補助金（リーディング補助金）

・ CNF等を活用した試作品開発に係る経費を助成
・ 成長産業（CNF等含む）の研究開発等助成（競争枠を新設）

オープンゼミ
テーマ別実習(年5回)

ＣＮＦコーディネータ（３名）
企業間マッチング、情報提供等

・ 自動車部品に精通しているトヨタ車体株式会社の西村氏を
 特任教授として招聘（R5～）
・ CNF複合樹脂の研究開発／・ 学生、社会人の人材育成

 県産セルロース材を使用したコンセプトカーを製作
   ※コンセプトカーは、イベント展示・実走通じて

機運醸成・PR

・ ビジネスモデルを公募し、製品し、製品の製造、使用、回収、再生産
 の課程（マテリアルリサイクル）を実証
・ 県内大学、研究機関、民間企業を対象［２件程度を想定］
（例）食器、クリーニングハンガー など

・ 情報提供、事業化への支援
・ 富士市ＣＮＦブランドの認定
・ 会員向けセミナーの開催 など

企業支援連携強化

相
互
連
携

・ セルロース素材の社会実装を通じた脱炭素社会の実現を目的に産官学連携によるフォーラム
 を設置（R5.6:全国に先駆けて設置した前フォーラムを改組）

・ 国内最大級のセルロース素材をテーマとした
 ビジネスマッチング展示会を開催
［10月24日～25日＠ふじさんめっせ］
・ R5実績：108社出展、参加者1,830人

・ 富士工業技術支援センター内に設置
・県内企業の技術相談、依頼試験、共同研究を実施

Webセミナー、
展示会開催

情報発信
メルマガ、SNS

令和６年度 ふじのくにCNFプロジェクト

・ 浜名湖花博：自動車内装品展示

＊今、私がいるところ



二酸化炭素の吸収 二酸化炭素の活用

森林と木材利用のカーボンニュートラルへの貢献



TABWD®（タブウッド）の開発
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Izod衝撃
強度
(kJ/㎡)

TABWDの性能

TABWD

TABWD®（タブウッド）の開発



間伐材を用いた木粉配合の樹脂シェルを使用したミーティングチェア
「Runa（ルナ） プレーンタイプ」を発売

TABWD®（タブウッド）の開発





各種自動車部品が晒される環境で耐久試験を実施⇒積極的に課題抽出

例えば、部品の使用環境から劣化要因が異なる

試験名 試験条件

耐熱試験 高温下での長時間暴露

耐湿熱試験 高温かつ高湿度下での長時間暴露

耐光試験 UV照射下での長時間曝露

耐候試験 UV照射下での長時間曝露
照射中に適時、水スプレー

8

内装部品（日光直射有）

ランプ周辺部品

海外で製造する内装・機能部品
部品輸送時（船舶）

エンジンコンパートメント内部品

外装部品

内装部品（日光直射無）

社会実装を加速させるためにエンジニアとして

⇒「目指したい姿は何か」という部分を聞き出して、
そこから本当の問題を洗い出し、対応していく事

社会実装に向けて取り組んでいること



・現時点でベストと考えられる低密度で高剛性なCNF/PP射出材を完成。
・樹脂中でのCNF分散性良好。
・この材料性能をベースに自動車部品選定を実施した。

CNFを補強繊維として活用した射出材料（CNF＋PP複合材料）の性能

CNF（セルロースナノファイバー）を使った材料開発



第１世代

第２世代

第３世代

第４世代

裏面

裏面

バッテリーを金属製Ｊフックで固定。
応力が集中しやすい構造。

振動耐久性が製品化にあたって
の最大の課題であった。

（重量）
金属製1031g→PP-CNF654g ▲36.6%

（CO2排出量）
金属製1.91kg-CO2/（個・年）→PP-CNF1.70g-CO2/（個・年） ▲11.6%

バッテリーをキャリア全体で保持する構造

CNF＋PP複合材料を用いた自動車部品への適用

CNF（セルロースナノファイバー）を使った材料開発



CNF合板の開発 • セルロースナノファイバー紙を積層接着した高強度ボード

製造方法

①紙 ②塩化亜鉛処理 ③CNF紙

④接着・積層 ⑤熱プレス ⑥CNF合板、



CNF合板の開発 • セルロースナノファイバー紙を
積層接着した高強度ボード

ラワン合板の3倍の強さ
アピトン合板の2倍の強さ

ラワン合板の４倍の硬さ
アピトン合板の３倍の硬さ

ラワン合板の２倍の湿潤時強さ
アピトン合板の同等の湿潤時強さ

①紙 ②処理中 ③CNF紙

特徴

顕微鏡写真

ラワン合板の２倍の木ネジ保持力
アピトン合板と同等の木ネジ保持力



セルロース吸音材 • 紙と同じパルプ繊維を主体とした不織布

製造方法（エアレイド製法）
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セルロース吸音材 20㎜

セルロース吸音材 10㎜

        10㎜

断熱性 0.04{w/(m/k)｝
グラスウールやポリスチレンと同程度

CO2
↓

70%
（バイオマス
使用率）

-40%
（植物吸収分を
考慮－70％）

特徴（パルプ繊維の多孔質構造で優れた吸音特性を実現）

セルロース吸音材
•紙と同じパルプ繊維を主体とした不織布



セルロース補強FRP • 紙の糸で織った布を用いた樹脂補強材料

①紙 ②スリット切断 ③撚糸

④着色 ⑤織り ⑥賦形

⑦樹脂含浸

バイオマスポリエステル

⑧脱型/完成

製造方法



木質材料でつくる自動車



地元の木材を使う



木材、セルロースでPPを補強した射出材料



持続可能な資源で作る高強度床材



持続可能な
資源で作る
吸音、断熱材料



形状のある広い面積を
木質素材で作ることができる



静岡県の木 セルロースファイバー
を活用した部品



「ふじのくにＣＮＦ寄附講座の次年度」



植物材料を使った部品のサーキュラーエコノミーへの貢献

リニアエコノミー

材料

部品製造

使う

廃棄、燃やす

リユースエコノミー

材料

部品製造

使う

廃棄、燃やす

部品製造

使う

リサイクル

サーキュラーエコノミー

再生可能材料

リサイクル

木質バイオマス利用推進に向けて





小さな一歩ですが、街にあふれるといいですね。
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